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［主催］ 第53回中央社保学校現地実行委員会（北海道・東北ブロック）・中央社会保障推進協議会
☎03-5808-5344  Fax.03-5808-5345  E-mail : sankashaho25@shahokyo.jp  ホームページ：https://shahokyo.jp  

2026年

オプション

キオクシア アイーナ 8階
（いわて県民情報交流センター　岩手県盛岡市盛岡駅西通1丁目7番1号）

会 場

ゆうちょ銀行振替口座  00180-3-155551　　　　
ゆうちょ銀行  当座  店名〇一九  口座番号  0155551
加入者名：中央社会保障推進協議会
※「中央社保学校参加費」と明記し、参加者名と受付番号を必ずご
記入ください。振り込み手数料は各自でご負担ください

●お申し込み期日／8月17日（月）
●入金期日／8月21日（金）
※お申し込み時に登録されたメールアドレスに受付完了メールが自
動返信されます

●参加費／1人 3,000円（資料代・送料込み）
※１日参加・２日参加問わず　現地参加・オンライン参加問わず
●資料／資料集は参加者には事前に郵送します
●希望者に2日目の昼食弁当の注文をとります
（お茶付き1,000円・現地支払い）
●宿泊あっせん／9/5（土）6（日）の宿泊希望の方に宿泊あっ
せんを行います
※宿泊希望者は「名鉄観光」へ申し込みください（詳しくは別途HP
でご案内）

　今回の中央社保学校は岩手盛岡を拠点に、あらためて生
命尊重行政のもと、老人医療無料化発祥の地となった旧沢
内村（現・西和賀町）の取り組みや、北海道・東北地域の社
会保障改善運動の実践を通じて「人権としての社会保障」を
深く学ぶ機会とします。
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土 日

オンライン併用開催

1日目

人権といのち輝く
社会保障の未来

東日本大震災から15年 震災と社会保障を考える

芝田 英昭氏
大東文化大学社会学部非常勤講師／城西大学総合政策学部非常勤講師

（元立教大学教授、元立命館大学教授）社会保障研究者・水彩画家

（岩手・福島・能登からの報告）

13：00（12：30受付開始）～16：30

13：00 開校／オープニング企画
 主催者挨拶 （現地実行委員長  岩手社保協会長）
13：20 〈学習講演〉

15：00 〈シンポジウム〉

16：30 休校

10：00 社会保障入門講座 岩倉 政城氏
宮城県社保協会長

12：45 ４つの分科会 （裏面参照）
15：30 閉校挨拶 （中央社保学校  安達克郎学校長）

2日目 10：00（9：30受付開始）～15：30

9月7日（月）フィールドワーク（裏面参照）
①生命尊重行政の街・旧沢内村を巡る
②東日本大震災・陸前高田を巡る

①中央社保学校
②フィールドワーク

参加費／1人 4,000円

人権といのち輝く社会保障の未来を描こう
～分断と孤立、世代間対立を乗り越えて～
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人権といのち輝く社会保障の未来を描こう
第53回中央社保学校 from 盛岡

講師プロフィール 芝田 英昭氏

1958年福井県敦賀市生まれ。博士（社会学：立命館大学）。専門：社会
保障論、人権論　福井県職員、西日本短大専任講師、大阪千代田短大
専任講師、立命館大学産業社会学部教授、立教大学コミュニティ福祉
学部教授、立正大学社会福祉学部教授を経て2025年より現職。2001
年４月～2002年９月：ニュージーランド国立ヴィクトリア大学客員研究員。
著書等：『社会保障のクロニクル』(2026年7月発行予定)新日本出版社、
『歴史に学ぶ生命の尊厳と人権』（2024年）自治体研究社など多数。

生活保護から生活保障へ

　各地のいのちのとりで裁判や、生活保護窓口行政改善
のたたかい、生活保護制度が抱える問題点、女性の低年
金や日本の最低賃金の課題など、最低生活保障の底上
げを目指すたたかいを共有します。

会場 キオクシア アイーナ
〒020-0045 盛岡市盛岡駅西通1-7-1
https://www.aiina.jp/soshiki/2/21.html

1
分科会

地域社保協と自治体キャラバン

　各地に社保協が誕生し「手づくり」の社会保障運動が
広がっています。新しく結成された地域社保協や自治体キャ
ラバンの実践や教訓を交流し、地域社保協の役割と自治
体キャラバンの意義を深めます。

2
分科会

旧沢内村の生命尊重行政から学ぶ

　乳幼児医療無料化、老人医療無料化、住民参加の健康
づくりなど、旧沢内村の生命尊重行政について学ぶとともに、
各地で進む子ども医療費無料化や高齢者医療をめぐるたた
かいを共有します。

3
分科会

映画いのちの山河から学ぶ（現地のみ）

　映画「いのちの山河～日本の青空II～」は2009年に公
開。岩手県沢内村村長の深沢晟雄をクローズアップし、1960
年に全国に先駆けて老人と乳児の医療無料化を実施した彼
の功績とその苦難の人生を描き出す（日本の青空ＩＩ製作委員会より）。

4
分科会

　8時30分に盛岡をバスで出発。午前中、西和賀町（旧沢内村）の保健医療・
介護などをめぐり懇談。昼食後、町立西和賀さわうち病院、旧沢内病院、深澤資
料館、いのちの灯を見学。15時30分にバスが盛岡駅に到着し解散。

9/5 土1日目 学習講演
講師プロフィール 岩倉 政城氏

1973年東北大学歯学部予防歯科在任中、「宮城
子どもの歯を守る会」結成し小児・障害者歯科の普
及活動に努める。東北大学助教授を経て2008年
尚絅学院大学教授、同大学附属幼稚園長を経て現
在に至る。現、尚絅学院大学名誉教授、歯学博士、
新医協顧問、宮城県社保協会長。

9/6 日2日目 社会保障入門講座

9/6 日2日目 分科会

9/7 月
オプション フィールドワーク
①生命尊重行政の街・旧沢内村を巡るコース（定員40名）

　8時に盛岡をバスで出発し陸前高田へ。午前中、奇跡の一本松ホールにて東
日本大震災15年目の講演。昼食後、陸前高田市の「ゼロからのまちづくり」につ
いての研修視察。14時に出発し16時30分にバスが盛岡駅に到着し解散。

②東日本大震災・陸前高田を巡るコース（定員40名）

●参加費：1人 4,000円（バス代・資料代込み・昼食代は別）

希望者のみ
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